
　

令
和
三
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
脇
屋
淳
子
と
申
し
ま
す
。今
年
度
一
年
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。ま
た
、会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、日
頃
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
一
年
ぶ
り
の
新
潟
県
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
の
総
会
が
去
る
六
月
四
日
に
、
七

月
十
五
日
に
は
新
潟
県
社
会
教
育
団
体
懇
話
会

の
総
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
全
国
高
Ｐ
連
島
根
大
会
を
含
む
大
き
な

大
会
が
未
だ
リ
モ
ー
ト
や
書
面
開
催
の
多
い
中

で
、
実
際
に
集
ま
り
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
に

は
心
よ
り
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
総
会
で
は
、原
則
各
校
よ
り

代
表
者
一
名
と
い
う
こ
と
で
少
々
寂
し
い
会
で

は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、懐
か
し
い
顔
に
再
会
を
喜

び
あ
っ
た
り
親
睦
を
深
め
た
り
す
る
様
子
が
見

ら
れ
ま
し
た
。教
育
懇
談
会
な
し
の
総
会
の
み
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、次
こ
そ
は
人
数
制
限
の
な
い

有
意
義
な
教
育
懇
談
会
が
開
か
れ
、学
校
、そ
し

て
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
士
の
親
睦
が
深
め
ら
れ
る
会
の
開

催
を
と
強
く
願
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

社
会
教
育
団
体
懇
話
会
の
総
会
で
は
、
会
長

で
も
あ
り
ま
す
元
県
知
事
の
平
山
征
夫
様
よ
り

「
コ
ロ
ナ
後
の
課
題
」
と
題
し
た
講
演
会
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。
お
話
を
聞
き
な
が
ら
、
既
に
先

の
こ
と
を
考
え
行
動
さ
れ
て
い
る
姿
勢
に
は
感

嘆
の
た
め
息
が
出
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

昨
年
は
我
慢
と
辛
抱
ば
か
り
の
年
で
、
生
徒

の
皆
さ
ん
に
は
本
当
に
辛
い
思
い
を
さ
せ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、今
年
は
「
今
で
き
る
活
動
を
」

と
、
各
校
と
も
に
学
校
行
事
が
徐
々
に
再
開
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。
以
前
の
よ
う
な
生
活
が
で
き
な
い
と
嘆
く

の
で
は
な
く
、
新
し
い
生
活
を
模
索
し
な
が
ら

喜
び
を
感
じ
て
い
る
生
徒
た
ち
の
姿
に
「
こ
の

子
た
ち
も
既
に
前
を
向
い
て
歩
き
出
し
て
い
る

ん
だ
」
と
先
を
越
さ
れ
た
感
に
襲
わ
れ
な
が
ら

も
、
生
徒
た
ち
を
と
て
も
誇
ら
し
く
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
我
々
保
護
者
も
子
ど
も
た
ち
に

負
け
ず
新
し
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
邁
進
し
て
い
き

た
い
と
改
め
て
思
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
様
々
な
場
面
で
の
不
都
合
が
多
い

世
の
中
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
学
校
教
職
員
の

皆
様
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
と
で
協
力
し
あ
い
、

限
ら
れ
た
高
校
生
活
で
の
我
が
子
た
ち
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
本
会

の
活
動
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
お
願
い
を
申
し

上
げ
、
私
か
ら
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ご　

挨　

拶

脇
　
屋
　
淳
　
子

新
潟
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長

一
般
社
団
法
人　

新
潟
県
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
安
全
互
助
会　

理
事
長

（
新
潟
中
央
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

　

今
年
度
の
高
Ｐ
連
総
会
・
研
究
協
議
会
及
び

（
一
社
）
新
潟
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
安
全
互
助

会
社
員
総
会
は
、
去
る
六
月
四
日
（
金
）
ホ
テ

ル
イ
タ
リ
ア
軒
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
新
旧
役
員
に
限
定
し
た

会
で
し
た
が
、
今
年
度
は
例
年
に
近
い
形
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

両
総
会
と
も
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
及
び
決

算
報
告
、
役
員
改
選
、
今
年
度
の
事
業
計
画
及

び
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
は
委
員
会
報
告
、
提
案
発
表
と
協
議

と
い
う
こ
と
で
、
糸
魚
川
白
嶺
高
校
、
羽
茂
高

校
、
新
潟
工
業
高
校
、
新
潟
県
央
工
業
高
校
か

ら
の
提
案
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
が
引
き
続
き

行
わ
れ
て
お
り
、
各
単
Ｐ
の
活
動
も
例
年
と
は

違
う
形
を
取
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
そ
の
中

で
も
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
工
夫
し
て
取
り
組

む
各
校
の
活
動
は
、
他
の
単
Ｐ
で
も
大
変
参
考

と
な
る
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
潟
県
立
大
学
人
間
生
活
学
部
子

ど
も
学
科
の
小
池
由
佳
教
授
よ
り
「
子
ど
も
を

取
り
巻
く
社
会
環
境
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
福
祉
を
ご
専
門
と
さ
れ
る
小
池
教

授
の
お
話
の
中
で
は
、
今
の
世
の
中
が
、
親
た

ち
が
経
験
し
て
い
る
の
と
違
う
環
境
で
あ
る
こ

と
や
、
子
育
て
家
庭
が
孤
立
し
て
い
る
こ
と
な

ど
、多
く
の
気
づ
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
、「
脱
・

孤
立
化
」「
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
す
る
こ
と

を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
充
実
し
た
時
間
で

し
た
。

 

新
潟
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
総
会
報
告

新
潟
西
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

土
　
田
　
貴
　
子

　

齊
藤　

和
人
（
高
田
北
城
）	

青
田　

英
雄
（
高
志
中
等
）

　

野
本　

博
之
（
新
潟
中
央
）	

竹
田　

由
之
（
高
田
商
業
）

　

遠
藤　

忠
克
（
長　

岡
）	

伊
藤　

和
彦
（
新
発
田
）

　

松
野　
　

始
（
新
潟
工
業
）	

丸
山　
　

大
（
柏　

崎
）

　

小
田
島
修
平
（
糸
魚
川
）	

大
谷　

秀
利
（
長
岡
大
手
）

　

小
師　

栄
一
（
三
条
東
）	

佐
藤　

恵
美
（
小
千
谷
）

　

宮
田　

佳
則
（
長　

岡
）	

沖
野　

兼
一
（
巻
総
合
）

　

本
間　

拓
男
（
新　

潟
）	

吉
田　

拓
也
（
新
潟
南
）

　

三
岡　

幸
子
（
新
潟
西
）	

引
場　

秀
和
（
新　

井
）

　

坂
井　

由
香
（
新
発
田
商
業
）	

渡
辺　

真
一
（
新
潟
翠
江
）

　

熊
倉　
　

肇
（
柏　

崎
）	

山
賀　

淑
雄
（
直
江
津
中
等
）

　

上
村　

敏
明
（
小
千
谷
西
）	

上
杉　

一
浩
（
新
潟
北
）

　

中
村　

健
郎
（
事
務
局
）

（
学
校
名
及
び
所
属
は
在
任
中
の
も
の
で
す
。）

会
　
　
　
長

　

脇
屋　

淳
子
（
新
潟
中
央
）

副
　
会
　
長

　

磯
田　

一
裕
（
高
田
商
業
）	

高
野　

克
広
（
長　

岡
）

　

菅　
　

亮
栄
（
新
発
田
）	

眞
水　

正
弘
（
新
潟
工
業
）

　

佐
藤　

一
彦
（
新
潟
中
央
）

理
　
　
　
事

　

長
澤　

弘
樹
（
柏　

崎
）	

市
川　
　

禅
（
直
江
津
中
等
）

　

青
木　

玄
成
（
糸
魚
川
）	

加
藤　

徹
男
（
高　

田
）

　

恩
田　

孝
夫
（
長
岡
大
手
）	

澁
谷　

高
幸
（
三
条
東
）

　

丸
山
強
一
郎
（
小
千
谷
）	

鈴
木　

勇
二
（
長　

岡
）

　

近
藤　

芳
一
（
巻
総
合
）	

寶
井　

直
昌
（
村　

上
）

　

田
中　

義
信
（
新　

津
）	

遠
間　

春
彦
（
佐　

渡
）

　

米
山　

一
史
（
新　

潟
）	

山
木　

英
明
（
新
潟
南
）

　

土
田　

貴
子
（
新
潟
西
）	

市
川　
　

亮
（
新　

潟
）

監
　
　
　
事

　

福
田　

一
幸
（
新　

井
）	

村
山　

浩
一
（
十
日
町
）

　

新
保　

善
之
（
新
発
田
商
業
）	

伊
集
院　

倫
（
新
潟
翠
江
）

幹
　
　
　
事

　

吉
川　
　

保
（
柏　

崎
）	

柳
沢　

幸
也
（
高
田
北
城
）

　

伊
藤　

大
助
（
高
田
農
業
）	

石
積　
　

希
（
直
江
津
中
等
）

　

大
島　

博
文
（
長
岡
商
業
）	

内
田　

卓
利
（
三　

条
）

　

渡
邊　

治
夫
（
三
条
東
）	

小
林　

裕
貴
（
小
千
谷
西
）

　

矢
沢　
　

明
（
巻
総
合
）	

灰
野　

正
宏
（
新
発
田
）

　

山
川　

徹
也
（
村　

上
）	

渡
辺　
　

剛
（
新　

津
）

　

横
堀　

正
晴
（
新
潟
北
）	

仲
野　
　

孝
（
新
潟
商
業
）

　

宮
崎　

和
子
（
新
潟
向
陽
）	

上
野　

昌
弘
（
高
志
中
等
）

事
　
務
　
局

　

岩
田　

宏
樹
（
事
務
局
長
）	

関
矢　

和
彦
（
事
務
局
次
長
）

新
潟
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

役
員
及
び
職
員

新
潟
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

感
謝
状
贈
呈
者
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第
　
四
　
発
　
表

第
　
三
　
発
　
表

第
　
二
　
発
　
表

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
五
十
七
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
選
手
た
ち
の

大
活
躍
に
よ
り
、
日
本
の
メ
ダ
ル
獲
得

数
は
過
去
最
高
と
な
り
、
見
て
い
る
私

た
ち
に
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
人
類
が
打
ち

勝
つ
べ
く
、
創
意
工
夫
を
し
な
が
ら
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
日
常
生
活
を
取
り
戻
し

た
い
も
の
で
す
。（

調
査
広
報
委
員
長
）

令和３年度　地区ＰＴＡ研修会の開催予定

地区名 地区ＰＴＡ
幹事校 開催日時 会　　　場 当番校

１ 新 潟 新 潟 工 業 11月22日㈪ 14：30～ 新潟東映ホテル 新潟工業
２ 巻 巻 総 合 11月22日㈪ 14：00～ 巻ふれあい福祉センター 分 水
３ 新発田･村上 新 発 田 11月22日㈪ 13：50～ 荒川地区公民館 荒 川
４ 新 津 新 津 11月11日㈭ 14：00～ 村松公民館 村 松
５ 長 岡 長 岡 11月８日㈪ 14：50～ アトリウム長岡 長岡大手
６ 三 条 三 条 東 11月17日㈬ 14：00～ 三条東公民館 三 条
７ 魚 沼 小 千 谷 11月17日㈬ 14：00～ 南魚沼市民会館 六 日 町
８ 柏 崎 柏 崎 11月22日㈪ 14：00～ 柏崎市産業文化会館 柏崎常盤
９ 高田･直江津 直江津中等 11月19日㈮ 14：30～ ホテルハイマート（直江津駅前） 新 井
10 佐 渡 佐 渡 11月12日㈮ 14：00～ 八幡館 佐渡総合

　

こ
れ
ま
で
の
本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、進
路
や

探
究
学
習
の
支
援
、文
化
祭
を
皆
で
盛
り
上
げ
よ

う
と
い
う
取
組
な
ど
、生
徒
や
学
校
と
の
関
わ
り

が
多
い
積
極
的
な
活
動
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

昨
年
度
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
本
来
の
活
動
は
行
え

な
か
っ
た
。そ
の
よ
う
な
中
で
、役
員
会
で
の
一

つ
の
案
が
数
少
な
い
活
動
に
つ
な
げ
ら
れ
た
。そ

れ
は
、公
開
で
き
な
く
な
っ
た
行
事
で
の
生
徒
の

活
躍
の
様
子
を
撮
影
し
、映
像
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
し
て

生
徒
全
員
に
配
布
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

生
徒
の
安
全
を
第
一
に
考
え
る
と
、今
後
も
行
事

は
非
公
開
に
な
り
、生
徒
の
活
躍
が
見
た
い
と
い

う
保
護
者
の
気
持
ち
は
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。

新
た
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
し
て
、
学
校
と
協
議
し
、

動
画
配
信
と
い
っ
た
媒
体
活
用
へ
の
協
力
や
援

助
を
し
て
、行
事
を
公
開
し
て
い
く
こ
と
で
理
解

を
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
後
、
感
染
症
対
策
の
徹
底
で
従
来
に
近
い

活
動
は
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に

は
、
小
さ
な
提
案
を
拾
い
上
げ
、
多
く
の
人
が

納
得
で
き
る
方
法
を
模
索
、
工
夫
し
て
い
く
こ

と
が
特
に
大
切
だ
と
い
え
る
。
今
後
も
難
題
は

増
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
が
、
以
前
の
よ
う
に
楽

し
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
行
え
る
よ
う
に
、保
護
者
、

先
生
、皆
で
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

本
校
の
魅
力
と
し
て
、
少
人
数
で
あ
る
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ぞ
れ

コ
ロ
ナ
禍
で
変
わ
る

　
　
　
　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
対
応

　
　
　

糸
魚
川
白
嶺
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

齊
藤
　
和
志

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
関
わ
る
探
究
学
習
と
進
路
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本
校
は
、
自
主
創
造
の
校
風
の
も
と
、
進
学

に
も
就
職
に
も
強
い
学
校
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

過
去
五
年
間
の
実
績
は
、
国
公
立
大
学
進
学
者

七
十
四
人
、
公
務
員
試
験
合
格
者
七
十
七
人
、
就

職
内
定
率
は
毎
年
百
％
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
し
て
は
、
花
い
っ
ぱ
い
の
校

内
緑
化
活
動
や
文
化
祭
へ
の
出
展
、
大
学
見
学

会
や
広
報
誌
の
発
行
、
学
校
生
活
に
関
す
る
講

演
会
の
開
催
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
に
係
る
講
演
会

を
リ
モ
ー
ト
形
式
で
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
花

の
植
え
付
け
作
業
や
県
内
大
学
見
学
会
も
予
定

通
り
行
い
、
多
く
の
保
護
者
か
ら
ご
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、
教
育
の
充
実
化
に

向
け
た
環
境
整
備
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
は
子
ど
も
た
ち
が
最
も
身
近
に
接
す
る

社
会
で
あ
り
、
常
に
子
ど
も
の
よ
り
ど
こ
ろ
に

な
る
も
の
で
す
。
子
ど
も
の
教
育
の
責
任
は
親

が
持
つ
も
の
で
あ
り
、
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
子
ど
も
は
家
庭
の
中
だ

け
で
育
つ
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
様
々
な
人

た
ち
と
関
わ
っ
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
地
域

社
会
や
学
校
、
企
業
が
支
え
と
な
り
、
家
庭
教

育
を
応
援
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
す
。

　

本
校
で
は
、
多
数
の
地
元
企
業
か
ら
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
進
路
設
計
を
応
援
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
参
加
は
、
家
庭
で
子
ど
も
と
親
が
進
路
に

つ
い
て
向
き
合
う
き
っ
か
け
に
な
り
、
家
庭
教

育
の
一
端
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
従
業
員

の
方
と
一
緒
に
仕
事
を
す
る
こ
と
は
、
将
来
の

進
路
に
必
要
な
職
業
観
や
勤
労
観
を
養
う
機
会

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
活
動
が
制
限
を
受

け
て
い
る
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、こ
う
し
た
時

だ
か
ら
こ
そ
、「
つ
な
が
る
」こ
と
が
大
切
で
す
。

　

家
庭
教
育
を
応
援
し
、
情
報
共
有
や
意
見
交

換
が
で
き
る
場
と
し
て
「
つ
な
が
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
」

を
活
用
し
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
ね
ら
い
は
、
緑
を
通
じ
て

心
優
し
い
人
に
育
っ
て
ほ
し
い
、
文
化
に
触
れ

て
心
豊
か
に
生
活
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
や
、

大
学
研
修
を
通
じ
て
子
ど
も
と
一
緒
に
将
来
の

進
路
を
考
え
る
機
会
を
作
る
こ
と
で
す
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
を
基
点
に
し
て
子
ど
も
と
の
距
離
が
縮

ま
り
、
教
育
支
援
の
取
組
を
通
じ
て
学
校
と
の

距
離
が
縮
ま
り
、
生
徒
・
学
校
・
保
護
者
が
三

位
一
体
と
な
っ
て
成
長
し
あ
え
る
よ
う
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
場
面
で
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
主
役
に
な
り
活

躍
で
き
る
場
が
多
い
と
い
え
ま
す
。
こ
の
魅
力

あ
る
本
校
の
生
徒
が
、
来
た
るSociety5.0

の

社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
、
今
後
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
ど

の
よ
う
に
関
わ
れ
る
か
を
考
え
よ
う
と
、
勉
強

会
を
開
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
様
々
な
知
識

を
も
と
に
自
ら
課
題
を
設
定
し
解
決
し
て
い
く

探
究
学
習
は
、
こ
れ
か
ら
の
進
路
実
現
の
観
点

か
ら
も
重
要
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
も
探
究
活
動

を
支
援
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
子
ど
も
た
ち
に
は
、総
合
的
な
探
究
の

時
間
を
は
じ
め
、様
々
な
授
業
で
の
学
び
を
発
表

す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、Ｐ
Ｔ

Ａ
が
子
ど
も
た
ち
の
発
表
を
支
援
す
る
こ
と
と

し
、大
型
プ
リ
ン
タ
ー
を
購
入
し
て
説
得
力
の
あ

る
資
料
づ
く
り
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。さ
ら
に
、Ｐ
Ｔ
Ａ
も
生
徒
の
発
表
会
に

出
席
し
、発
表
を
聞
く
だ
け
で
な
く
、疑
問
点
が

あ
れ
ば
積
極
的
に
質
問
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
は
今
後
も
、
学
校
が

進
め
る
探
究
学
習
や
地
域
連
携
の
取
組
へ
の
積

極
的
な
協
力
や
、
子
ど
も
た
ち
が
行
う
発
表
会

へ
の
参
加
な
ど
に
よ
り
、
進
路
実
現
を
支
援
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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